
東京都立立川高等学校定時制

国語・現代文Ａ 2 単位 対象学年・組 ３学年・ＡＢ組

高等学校改訂版新編現代文Ａ（第一学習社）
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４．学習者への注意

欠席や遅刻をせず、授業に出席する。

ただ「いる」だけではなく、諸活動に主体性をもって取り組む。

３
　
学
　
期

２０ 時間

・「タマゴをタテに描く人がなぜ多いのか」という問い
から、固定観念にとらわれて視野が狭くなっている
ことに気づく。

・『こころ』の上を読む。小説の読解の基本事項を復
習し、文章の特徴を理解したうえで、下につながる
考察をしながら読む。持参した本を用いながら、プリ
ントを解くなどして進めるため、本の用意は必須。

・接続詞に注目しながら、筆者の主張を捉える。

他者の話を聞くことや、自分の考えを持ち、表現することを大切にする。

５．評価の観点・方法

平常点（出席状況・提出物・授業態度）、定期考査によって総合的に評価する。

『こころ』夏目漱石

・現代社会における問題点の一つである自然との
共存について考え、答えのない問いに対する姿勢
を学ぶ。

・『こころ』の下を読み、これまで読み進めてきた内
容と照らし合わせながら「私（先生）」の心情を読み
解く。各自の着眼点をもとにした、作品の鑑賞をす
る。持参した本を用いながら、プリントを解くなどして
進めるため、本の用意は必須。

「永訣の朝」宮沢賢治 ・宮沢賢治について知るとともに、「ほんとうのさいわ
い」「死別」について考える。

・『こころ』の上中を読む。既習事項を振り返りなが
ら、各自の着眼点を軸にした読解を深めていく。持
参した本を用いながら、プリントを解くなどして進め
るため、本の用意は必須。

３．学習内容と学習上の留意点

予定授業時数 学 習 内 容

・「温故知新」の考え方を、課題解決につなげる方
法の一つとして自身の考えに取り入れる。

２
　
学
　
期

２６ 時間

『こころ』夏目漱石

「クマを変えてしまう人間」千松信也

文章の内容を、日常生活や社会問題と関連づけ、よりよく生きるための力を身につける。

１
　
学
　
期

２４ 時間

『こころ』夏目漱石

「なぜ”コロンブスの卵”を描くのか」福田哲夫

令和５年度　年間授業計画

教 科 ・ 科 目

教 科 書 教科担任

学 習 上 の 留 意 点

池田

１．目　　　標 さまざまなジャンルの作品を知り、人生に役立つ国語力を、必要に応じて身につける。

２．学習の到達目標 文章の内容を的確に理解して、要点を捉える。


